
6月の羽村市健康診査予定

1歳6か月健診 6/7（金）
H29.11月生まれ対象

3歳児健診 6/28（金）
H28.5生まれ対象

会場：保健センター

最近、「蚊に刺された～」や「かゆ～い。先生お薬塗っ
て！！」と事務所にくる子どもたちが増えてきました。気温
の上昇とともに蚊が出現する季節になりました。早速、レモ
ングラスのアロマ虫よけスプレーを作り、戸外遊び前にスプ
レーをしています。蚊にさされないように予防することが肝
心です。

虫刺されには、市販のかゆみ止め「ムヒ」を使用します。肌
が荒れるなど使用を希望しない方は、担任にお伝えください。

入園･進級して、２ヶ月がたち新しい生活にも慣れ園のあちこちで好きな遊びを楽しんで
いる元気な姿が見られます。
６月は梅雨に入り、雨の日が多くジメジメする日が増えます。寒暖の差の激しい月でもあ

ります。子どもたちにとっても、湿度も高く、不快感を感じる季節です。健康・衛生面にき
をつけて、気持ちよく過ごせるように心がけていきましょう。

太陽の子保育園 2019年6月号

とびひについて

とびひとは
皮膚の浅い部分に水疱（水ぶくれ）や膿疱（膿をもった水ぶくれ）ができる病気で、細菌が感染し

てこのような状態になるものをいいます。水疱の中には細菌が多く存在しますので、この細菌に接触
することにより次々とひろがり、他人にも伝染します。その様子が火の粉が飛び散って火事が広がる
さまに似ているので俗に『とびひ』と呼ばれています。
主に高温多湿で発汗が多く皮膚も不潔になりやすい夏に、幼児におこりやすい病気です。

原因となる細菌
黄色ブドウ球菌と連鎖球菌ですが、多くはブドウ球菌が原因です。

症状と経過

初めは小さな水疱ができ、次第に大きくなり膿疱となります。かゆみがあり破れやすく、やぶれる
とじくじくしてその後かさぶた（痂皮）ができます。その間新しい水疱が次々と増えます。次第に乾
燥していき全体の経過は２～３週間位といわれています。
連鎖球菌の場合、治った後まれですが急性腎炎を起こすことがあり注意が必要です。

診察、検査など

症状から診断は容易なことが多いのですが、時に様々な水疱症との区別が必要になることもありま
す。診断が難しい場合、治療に対する反応が悪い場合には、水疱や膿疱の内容の検査（細菌培養な
ど）が必要になります。
治療

とびひが軽いものでは抗菌外用薬だけで充分なこともありますが、感染の拡大を防ぐことができる
という理由から抗生物質の内服を併用します。そうかなと思ったら早めに受診してください。

○石鹸をよく泡立てて患部を洗い流したら、かさぶたは洗い流せるものは流してし
まいます。菌を洗い流し、皮膚を清潔に保っておくことが、治りを早くします。

○とびひは、通気をよくし乾燥させることが大切です。

傷を保護する場合は、通気性のよい薄めのガーゼをあてるか包帯よいでしょう。
入浴時にはがして患部をきれいに洗い、再度保護するようにしてください。

○ガーゼや包帯で覆うのを面倒に感じても、絆創膏を使うのはやめましょう。

絆創膏は密封性が高いので、絆創膏の内部で細菌が繁殖して、症状を悪化させる
原因になります。

6月4日は むし歯予防デー


